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研究成果の概要（和文）：便秘は多くの人が抱える障害であり、適切な排便ケアのためには貯留便の評価が最も重要と
なる。そこで、超音波検査装置（エコー）を用いて、適切な排便ケア方法の確立を目的とした。対象者は慢性便秘の患
者で、調査手順は排便状態と大腸のエコー画像を比較検討した。結果は便貯留と大腸ガスの区別と便秘を直腸性便秘又
は結腸性便秘に区別することが可能であった。よって、便秘者にエコーを行うことで、適切な排便ケアを行うことが可
能ではないかと考える。

研究成果の概要（英文）：Constipation is a chronic problem for many people, it is most important 
qualitative assessment of constipation in the colon for defecation care. The aim of this study was to 
establishment of the appropriate defecation care method by ultrasound. The subject was a patient with the 
chronic constipation, and the investigation procedure was compared defecation condition and echo 
ultrasound images. In conclusion, ultrasound can be used for differentiate between constipation and colon 
gas, also constipation for the slow-transit constipation and the anorectal dysfunction in adults. This 
technique is simple and noninvasive and can be used concomitantly with the physical examination to assess 
of chronic constipation.

研究分野： 老年看護学
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１．研究開始当初の背景 
便秘は小児から高齢者まで多くの人が抱え

る一般的な障害であるが、時として深刻な腸

疾患を発症する原因ともなる。特に、介護を

必要とする高齢者の便秘は、当事者だけでな

く介護者にも大きな負担となっている。した

がって，排便の適切な治療やケアが必要であ

り、そのためには便性状の評価が最も重要と

なる。現在、腹部膨満や便秘の成人に対する

検査としては腹部の触診，聴診，問診，腹部

単純 X 線写真や CT による画像評価が行われ

ている。しかし、画像評価のための腹部単純

X線写真や CT の撮影は、生殖器への放射線被

ばくの問題があり、また、装置が大掛かりな

ため治療やケアの効果判定のための経時的

な検査としては不向きである。特に、腹部単

純 X線写真は便秘の評価に適していない。そ

こで非侵襲的で利便性が高いエコー装置に

よる大腸内容物の画像評価が可能となれば、

腹部膨満や便秘症の患者に対して、安全で的

確な評価および迅速な処置や経過観察が可

能となると考えた。 

 
２．研究の目的 
便秘症は腹部膨満感や腹痛など不快な症

状を呈し、高齢者に高率にみられる。特に、

腹部膨満感がガスによるものか治療を要す

る便秘かどうかの判断に重要であるが、腹部

触診や問診ではその区別は困難であり、適切

なケアを提供できていない現状がある。そこ

で、申請者は利便性と安全性を兼ね揃えたエ

コーを用いて大腸を可視化することでこの

問題の解決を目指す。本研究では、高齢者を

対象とした排便ケアにおいて、エコーを用い

た適切な排便ケア方法の確立を目的とする。

そのために、超音波画像による排便ケア効果

の評価を実施した。 

 
３．研究の方法 
便秘の高齢者に対して排便ケアを行う際に、

排便ケアの前後で超音波画像を撮影し、排便

ケアの適性や有効性の評価を実施した。 

（１）研究デザインは、エコー検査で大腸内

容物を評価し、排便ケアにおけるエコー検査

の有効性を検証するためには、前向き観察研

究を実施した。超音波画像を取得し、患者よ

り排泄されたものの性状との関連をみる事で、

得られた画像がどちらを示しているのかを確

認する。また、医療者の触診や問診などを基

にした判断との相違を見る事で超音波画像に

よるアセスメントの有効性を検証した。 

（２）調査施設は、急性期病院の神経内科病

棟とした。 

（３）調査期間：6か月とした。 

（４）対象は、排便困難でRomeⅢによる機能

性便秘と判断し排便ケア実施が決まった患者

とした。 

（５）調査内容は、問診（既往歴、排便の頻

度、排便時の困難感と下痢症状の有無、およ

び排便方法）及び排便状態（King's stool 

chart）と大腸のエコー画像を比較検討した。 

エコー画像による簡便な大腸内容物の評価方

法は、申請者が発表した論文（薮中ら、2013）

から腸に蓄積した便とガスを分類した（図１、

図２）。 

 

 
図1．下行結腸に硬便を認める（矢印と丸印） 

 

図２．横行結腸に大腸ガスを認める（矢印と

丸印） 

 

エコーは排便ケア実施の前日から便秘が改善

するまで１日１回実施した（入院期間中：最

大14日を限度とした）。（６）エコー画像の撮

影方法は、排便ケアの前後に実施した。エコ



ー画像の撮影部位は，①上行結腸，②横行結

腸，③下行結腸，④Ｓ状結腸，⑤直腸の5カ所

で、大腸の観察方法は藪中らによる大腸観察

法によって行った（図１）。また、エコー画像

による便性状の評価は、硬便、軟便、正常に

分類した。 

 
図２．エコー走査部位 
①上行結腸、②横行結腸、③下行結腸、④Ｓ
状結腸、⑤直腸、各部位の長軸像を撮影する。 
 
 
４．研究成果 

１６名に依頼し１３名（男性９名、女性４名、

年齢 59.5±19 歳）に実施した。結果は、正

常 4名、ガス貯留 2名、結腸性便秘 6名、直

腸性便秘 1名であった。 

（１）正常なエコー画像 

エコー画像にて大腸の内部は観察できるが、

全結腸にハウストラを伴った硬便貯留のエ

コー像は認めなかった。よって、硬便の貯留

のない排便の遅延による機能性便秘と考え

る。 

２）ガス貯留のエコー像 

ガスのエコー画像においては、高エコーで大

腸内部の観察は不可能であった。また、横行

結腸にガス貯留を認めたが、下行結腸から直

腸には硬便貯留のエコー像は認めなかった。

ガス貯留の場合には、大腸ガス貯留による排

便の遅延と考える。 

（３）結腸性便秘のエコー像 

結腸の便貯留エコー画像では、全例にハウス

トラ状の形状を伴った境界エコーが高エコ

ーに描出され、後方音響陰影を認めた。また、

は下行結腸に硬便貯留のエコー像を認める

が、骨盤内の大腸（Ｓ状結腸から直腸）には

認めなかった。結腸性便秘であれば、下剤を

調整することが有効と考える。 

（４）直腸性便秘のエコー像 

直腸の便貯留エコー画像では、全例に境界エ

コーが高エコーに描出され、後方音響陰影を

認めたが、ハウストラ状のエコー画像は認め

なかった。また、結腸性便秘とは逆に、骨盤

内の大腸（Ｓ状結腸から直腸）に硬便貯留の

エコー像を認めるが、下行結腸には認めなか

った。直腸性便秘の場合には、浣腸又は摘便

を選択することが望まれる。 

本研究では、看護師が使用可能で利便性と

か安全性に優れた超音波装置を使用し、排便

困難な患者に対して便貯留と大腸ガスの区

別だけでなく、便秘を直腸性便秘又は結腸性

便秘に区別することが可能であった。このこ

とから、排便困難な患者にエコーを行うこと

で、より適切な排便ケア（下剤、浣腸、摘便、

坐薬）、便秘日数の短縮、薬剤の減少による

排便を行うことが可能ではないかと考える。 

このような研究は、現在まで研究発表され

ておらず、新規性の高い研究と考える。 

今後の展望としては、便秘症患者を対象に触

診と聞き取り調査で推測される排便状態は、

一般的に行われている看護アセスメントで

あるが、エコー画像を追加することで、ガス

貯留か便塊かを区別することができ、より精

度の高い看護アセスメントになると考える。

そこで、排便ケアの前にエコー画像による評

価を加えることが有益であると推測される。 
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